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役割態度スケール (theScale of the Egalitarian Sex 











鈴木”の研究報告では a=.91（男性 a=.89 ・女性
a=. 91) であった．
(5) 分析方法













表 1 分析対象の属性 (N=799) 
M SD 
平均年齢 16 7 0 95 
N （％） 
学年／一年生 262 (32.8) 
二年生 253 (31. 7) 
三年生 284 (35.5) 
所属科／普通科 457 (57.2) 
専門学科 342 (42 7) 
看護 144 (18. 0) 
家政 97 (12 1) 
福祉 101 (12 6) 
アルバイト経験あり 202 (25 2) 
なし 597 (74 8) 


























N M SD 
学年 一年生 262 7 45 
[ 57 74 
二年生
t =- 10 
253 57 s1 J t = -1 75+ 7 45 
t--163[ 
58 83 
三年生 284 6 99 
所屈科 普通科 457 57 75 7 16 
専門学科 342 58.68 7 47 
t = 1 79+ 
アルバイト あり 202 58 44 7 13 
なし 597 58.05 7.36 
t =.66 
注 M 平均， SD 標準偏差，N 人数， ＋p< 1 
も三年生の方が SESRA-S得点の高い傾向が示され
た (t (797) = 1. 76, P <. 1)．学科別では，専門学
科に所属している者の方が普通科に所属する者よりも
SESRA-S得点の高い傾向が示された (t (797)= 







結果，平均値の差を認めたため (F(4,792) =25.9, 
P <.01)，続いてキャリアパターン選択肢の「 a) 学
校を卒業したら仕事に就きたくない」に答えた者11名
(1. 3%）を除く ， b ～ eを選択した788名を bとC群
およびdとe群に二分し，それぞれを家事・育児主導
型， 仕事主導型と して分類し， t検定を行ったところ，
































54.80 7 12 
59.04 7.08 
t =-6.83** 
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